
　日頃より、農業委員会活動に対し、深いご理解とご協力を賜り、厚く感謝申し上げ
ます。
　令和６年７月より新体制となり、委員の皆様の努力により、つつがない経過に至っ
ております。

　農業を取り巻く環境は、農業従事者の高齢化や、担い手不足の問題に直面し、また、肥料・飼料・燃油等
と生産資材が高騰しており、農業経営には逆風となり、大変厳しい状況が続いています。しかし、今年はコ
メの概算金が昨年より少し上昇したことが朗報でした。
　農業委員会は、法令に基づく農地の権利移動など、許認可による農地の保全の取り組みとともに、必須
業務となった農地利用最適化、いわゆる地域計画策定による担い手への農地利用の集積集約化、新規参
入の促進、耕作放棄地の発生防止・解消等の活動を行い、地域農業振興の一役を担ってまいります。
　このようななか、昨年、町内全域を対象に、地域計画策定に向けて、話し合いが行われました。地域の農
業が利用されやすくなるよう、地域で守り続けてきた農地を、次の世代に持続可能な形で着実に継承し、地
域の皆様と町・農業委員会・ＪＡ・農地中間管理機構・土地改良区など、関係機関が中山間地域等におい
て、持続的かつ多様な農地利用の保全活動を通し、地域にあった形で進めていくことが大切であると思い
ます。
　農業委員会は、農業者の姿を地域の皆様と考え、更なる農業基盤を、より良い農村社会に向けた活動を
推進してまいりますので、今後ともご支援ご協力をお願いいたします。

新たな農地利用最適化促進に向けて
那珂川町農業委員会  会長　磯部　正美

令和７年２月編集発行
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とちぎ女性農業委員の会総会・地区別交流会に参加して
　昨年１２月１３日に栃木県総合文化センターで開催
された、とちぎ女性農業委員の会通常総会・地区別交流
会に参加いたしました。
　通常総会では、今年度の活動の報告、決算、予算等の
議案について滞りなく可決されました。総会後の交流会
では、地区ごとに分かれ意見交換を実施しました。女性

農業委員・農地利用最適化推進委員研修会に参加して

　昨年８月３０日、栃木県教育会館で農業委員・農地
利用最適化推進委員研修会に参加いたしました。研修
会は、農業を取り巻く現状や、今後の地域農業において
私たち農業委員ができることについての講演でした。
　私が子供の頃は父から、「農家の長男は家を継ぎ家
を守る」この教えを教訓にして生活し、子供の頃から農
作業を手伝うことが常でした。私も家を継ぐ考えで進み
ましたが、社会状況が急変して昭和４０年後半から５
０年にオイルショックとなり、農業から工業へと社会情
勢が急速に進み、会社への就職が主になり、農家への
愛着が薄れはじめました。

　それから約半世紀が過ぎ、私は農業委員となりまし
た。全国的に急速な高齢化や、後継者不足による放棄
地が増加し、現況の課題に危機感を持ち、今ある農地を
どう守るのか、担い手をどう確保するかを考えると不安
ばかりです。最近、２０５０年問題として、わが町が消
滅集落とされ、大変悲しい現況を迎えるそうです。この
重大な状況を食い止めるため、私たち農業委員は、農
業を次世代に繋ぐために、農業の楽しさを伝え、食の大
切さを伝えることを今後の課題として、日々取り組みま
す。　　　　　　　　　　（農業委員　　西宮　一美）

ならではの視点での講習会や食育活動を開催している
こと、また農業の楽しさややりがいを次世代に伝えてい
きたいなどの活発な意見交換となりました。今回参加し、
各地域の女性農業委員が持つ多様な考え方や取り組み
を知ることができ、大変有意義な機会となりました。
                                   　  （農業委員　　深澤　弘子）

　ともちゃん農園の佐藤知子です。
　キクラゲの栽培を始めて、今年で１１年目になります。キクラゲ

〈表 紙〉
佐藤 知子さんからの

ひとこと
は、中華のイメージがありますが、実は和食にも洋食にも使える万

能キノコです。特におすすめが、生のキクラゲをサッと茹で
て食べる【キクラゲの刺身】です。生のキクラゲが食べられ
るのは、７月から１０月の栽培期間中になります。栽培期間
中は、農園で収穫体験を実施しています。冬の時期は、乾燥
キクラゲ、なめこ、しいたけの販売もしています。なめことし
いたけも問合せいただきタイミングが合えば収穫体験もで
きます。近くにお越しの際には、是非お立ち寄りください。
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令和7年度 町農林業等施策並びに予算編成に関する建議要望

　令和６年１０月１１日那珂川町役場に於いて、那
須南農業協同組合、那須南森林組合と合同で、町へ
の建議要望を行いました。
　担い手不足や耕作放棄地の増加、農林水産物の価
格低迷など農林業、農山村を取りまく環境が深刻化
していく中、それぞれの機関から要望がなされまし
た。
　農業委員会からは、磯部会長と小髙農村振興専門
委員長が出席し、福島町長に対し要望書の提出を行
いました。
　要望事項の主なものは次のとおりです。

    要望事項  （一部抜粋）
１ 担い手への農地の集積・集約化について
    ①中心経営体（多様な担い手）の育成・確保の推進
　 ②農地中間管理事業活用の推進
２ 耕作放棄地の発生防止・解消について
　 ①担い手育成支援の拡充
　 ②有害鳥獣対策の拡充
３ 新規参入の促進について
　 ①新規就農者育成総合対策事業の推進
 　②新規参入への誘致策の充実
４ 農業委員会活動の支援について
　　 農業委員会予算の確保と事務局体制の強化
５ 農業等施策・予算について
　 ①生産費高騰に対する対策
 　②米価安定に向けた支援
　 ③農業用施設整備費予算の拡充
 　④園芸作物振興対策事業の拡充
　 ⑤景観作物の推進
 　⑥スマート農業の推進
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　「さつまいも掘り」
　さつまいも掘りの数日前に、苗植えを思い出しながら、さつまいも畑を見学し

に行きました。ぐんぐん伸びたツルや葉を見て、土の中のさつまいもはどうなっ

ているんだろうと期待を膨らませていました。

　子どもたちは、大きなさつまいもを傷つけないよう気をつけながら、「もう少

し」と手や顔をまっくろにして夢中になって掘っていました。やっとの思いで掘り

上げた瞬間、「やったー！」と大きな歓声を上げ、満足感や達成感を味わってい

ました。

　友達と一緒に１つのおいもを掘ったり、大きさや重さ、形を比べたりしなが

ら、さつまいも掘りを楽しむことができました。

　「大学芋にして食べたよ」「ママと一緒にスイートポテトをつくったよ」と持ち

帰ったさつまいもを、お家の人と一緒に食べたことを笑顔いっぱいに話をしてく

　「さつまいもの収穫に参加して」
　昨年１０月３１日に、わかあゆ認定こども園年長児、ＪＡなす南青壮年部、

ＪＡ女性会、農業委員会で、さつまいも掘りを実施しました。５月末に定植し、

酷暑の夏の日々や大雨の連続など心配もありましたが、不安をよそにさつまい

もは大きく育っていました。園児たちは、友達と力を合わせて収穫に取り組み、

畑には園児の輝く笑顔と楽しそうな声が響いていました。

　園児たちには、自然を肌で感じ、野菜の色や形を知って親しみをもつ事で農

業に関心が芽生えてほしいなと思います。農業生産者数が毎年減少していま

す。特にコメ農家は、５０年間で７割ほど減りました。こういった農業に触れる

体験を通して、将来を担う子どもたちが、就農して町や地域を元気にしてくれる

ことを切に願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         （農業委員　　小林　一恵）

遊休農地解消・発生防止対策事業 わかあゆ認定こども園との
農業・食育体験

4

れました。

　青壮年部の方との交流や○×ゲームも楽しみ、

さつまいも掘りの体験が子どもたちにとって大き

な経験となりました。

　　　　　　　　　　  （わかあゆ認定こども園）

）（



5

那珂川町からのお知らせ

月 700円、年 8,400円
購読の申し込みは、農業委員会へ！
TEL 92-1185

農業者の視点でお届けします。全国農業新聞全国農業新聞全国農業新聞
◆特徴のある週刊新聞　　　　　　   解説に力点をおいた企業編集とニュース報道

◆時代に鋭く斬り込む　　　　　　    農政・農業・農村の動き、 問題をタイムリーに

◆経営に役立つ　　　　　　　　　   実務情報と経営マインド

◆読みやすく親しみやすい　　　　    老若男女が楽しく読める

･･････････＞

･･･････････＞

････････････････＞

･･･････＞

毎週金曜日発行
（月４回）

農地の貸し借りの手続きが変わります！農地の貸し借りの手続きが変わります！
　農業経営基盤強化促進法の改正に伴い、令和７年４月より利用権設定事業
（相対）による農地貸借は廃止され、農地中間管理機構（農地バンク）による貸借
のみに移行します。なお、すでに契約されている利用権設定事業（相対）について
は、契約期間満了まで有効です。
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　◆自分の農地を転用するとき
　　農地法第４条の許可が必要です。【農地の所有者が申請】

　◆農地の売買または貸借により転用するとき
　　農地法第５条の許可が必要です。

　　【農地の所有者と転用を実行する者が連名で申請】

農地の取得要件が変わりました農地の取得要件が変わりました

農業委員会からのお知らせ

農地転用は許可が必要です農地転用は許可が必要です農地転用は許可が必要です

＊申請にあたっては、事前に農業委員会にご相談ください。

各種申請書の受付締切は毎月月末です。

◆令和７年２月発行　　　◆編集・発行／那珂川町農業委員会
〒324-0692　栃木県那須郡那珂川町馬頭555番地　　TEL：0287-92-1185　FAX：0287-92-3081

農地転用とは・・・農地を宅地などの建物敷地、駐車場、 資材置場等の用地に転換することです。

　農地をお持ちの方や借りて耕作している方など、農地の権利を有する方

には、農業上の適正かつ効率的な利用を確保しなければならない責務が、

農地法第２条の２で規定されています。

　農地は一度荒れてしまうと、耕作できる状態に戻すのに大変な手間と労

力を要します。また、害虫や有害鳥獣が住みついたり、火災のおそれが生

じるなど、住環境も含めた周辺環境を悪化させてしまうため、耕作しない

場合であっても適正な管理（耕起、草刈等）をお願いいたします。

農地の適正管理は責務です！

　令和５年４月１日に農地法が一部改正され、耕作面積の大小にかかわらず農地の

権利取得が可能となりました。

　ただし、農地の権利取得には引き続き次の要件をすべて満たしていることが必要と

なり、投機・転用目的等で農地を取得することはできません。

【全部効率利用要件】　権利取得後に利用すべきすべての農地等を効率的に耕作すること

【農作業常時従事要件】　権利取得後に必要な農作業に常時従事すること（原則１５０日以上）

【地域との調和要件】　周辺農地の農業上効率的かつ総合的な利用の確保に支障が生じないこと


